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(57)【要約】
【課題】樹脂漏れによる樹脂バリの発生を抑制する。
【解決手段】端子がインサート成形されたハウジングを 
有する電子部品の製造方法において、端子４２は幅が先 
細りのテーパ部４６と、テーパ部４６の幅狭側の先端か 
ら延伸された延伸部４７を備え、キャビティ５７を構成 
する金型は上型５１とスライド型５３を含み、スライド 
型５３の一面に形成した溝５５に延伸部４７を位置させ 
た後、スライド型５３を延伸部４７に対し相対的にスラ 
イドさせてテーパ部４６の両側面４６ａ，４６ｂに、キ 
ャビティ５７に臨む溝５５の両側面５５ａ，５５ｂの端 
縁を突き当て、上型５１と前記一面を密着させ、かつ溝 
５５に位置するテーパ部４６の一部と延伸部４７を溝５ 
５の底面と上型５１とで挟み込み、テーパ部４６の残余 
の部分をキャビティ５７に位置させた状態で成形するこ 
とにより、ハウジング４１から突出する接続部４５をテ 
ーパ部４６の一部と延伸部４７によって形成する。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全12頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 端 子 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 電 子 部 品 の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 端 子 は 幅 が 先 細 り と な っ て い る テ ー パ 部 と 、 前 記 テ ー パ 部 の 幅 狭 側 の 先 端 か ら 延 伸  
さ れ た 延 伸 部 と を 備 え 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ を 成 形 す る キ ャ ビ テ ィ を 構 成 す る 金 型 は 第 １ の 型 と 第 ２ の 型 を 含 み 、
　 前 記 第 ２ の 型 の 一 面 に 形 成 し た 溝 に 前 記 延 伸 部 を 位 置 さ せ た 後 、 前 記 第 ２ の 型 を 前 記 延  
伸 部 に 対 し 、 相 対 的 に ス ラ イ ド さ せ て 前 記 テ ー パ 部 の テ ー パ を 構 成 す る 両 側 面 に 、 前 記 キ  
ャ ビ テ ィ に 臨 む 前 記 溝 の 両 側 面 の 端 縁 を 突 き 当 て 、
　 前 記 第 １ の 型 と 前 記 一 面 を 密 着 さ せ 、 か つ 前 記 溝 に 位 置 す る 前 記 テ ー パ 部 の 一 部 と 前 記  
延 伸 部 を 前 記 溝 の 底 面 と 前 記 第 １ の 型 と で 挟 み 込 み 、 前 記 テ ー パ 部 の 残 余 の 部 分 を 前 記 キ  
ャ ビ テ ィ に 位 置 さ せ た 状 態 で 成 形 す る こ と に よ り 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接 続 部 を  
前 記 テ ー パ 部 の 一 部 と 前 記 延 伸 部 と に よ っ て 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 の 製 造 方  
法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 部 品 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 接 続 部 は 基 板 の ラ ン ド と の は ん だ 付 け 部 も し く は 相 手 側 電 子 部 品 の 端 子 と の 接 触 部  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 端 子 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 電 子 部 品 で あ っ て 、
　 前 記 端 子 は 幅 が 先 細 り と な っ て い る テ ー パ 部 と 、 前 記 テ ー パ 部 の 幅 狭 側 の 先 端 か ら 延 伸  
さ れ た 延 伸 部 と を 備 え 、
　 前 記 テ ー パ 部 の 一 部 と 前 記 延 伸 部 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 さ れ て 接 続 部 を な し 、
　 前 記 テ ー パ 部 の 残 余 の 部 分 は 前 記 ハ ウ ジ ン グ に 埋 め 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 電 子  
部 品 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 子 部 品 に お い て 、
　 前 記 接 続 部 は 基 板 の ラ ン ド と の は ん だ 付 け 部 も し く は 相 手 側 電 子 部 品 の 端 子 と の 接 触 部  
で あ る こ と を 特 徴 と す る 電 子 部 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 端 子 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 電 子 部 品 及 び そ の 製 造 方 法  
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ９ Ａ は こ の 種 の 電 子 部 品 の 従 来 例 と し て 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る コ ネ ク タ １ ０ を  
示 し た も の で あ り 、 図 ９ Ｂ は そ の 断 面 を 拡 大 し て 示 し た も の で あ る 。 コ ネ ク タ １ ０ は コ ン  
タ ク ト １ １ が ハ ウ ジ ン グ （ 特 許 文 献 １ で は 絶 縁 体 と 称 し て い る ） １ ２ に イ ン サ ー ト 成 形 さ  
れ て 構 成 さ れ て い る 。 図 ９ Ａ ， Ｂ 中 、 １ １ ａ は コ ン タ ク ト １ １ の リ ー ド 部 を 示 し 、 １ １ ｂ  
は コ ン タ ク ト １ １ の 嵌 合 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ ０ は 金 型 に 挿 入 さ れ る コ ン タ ク ト 部 材 １ ５ を 示 し た も の で あ り 、 リ ー ド 側 桟 １ ６ と  
嵌 合 側 桟 １ ７ の 間 に 複 数 の コ ン タ ク ト １ １ が ス リ ッ ト を 介 し て す だ れ 状 に 設 け ら れ て い る  
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ １ Ａ ， Ｂ は イ ン サ ー ト 金 型 構 造 の 型 締 め 時 の 状 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 に お い て  
、 ２ １ は 中 型 板 、 ２ ２ は 中 型 板 ２ １ を 一 体 的 に 凸 設 し て い る 基 台 、 ２ ３ は 中 型 板 ２ １ の 両  
側 面 に 対 し て 接 離 自 在 に 基 台 ２ ２ 上 を 移 動 で き る 一 対 の ス ラ イ ド 型 板 を 示 す 。 ま た 、 ２ ４  
は 可 動 型 板 を 示 し 、 ２ ５ は キ ャ ビ テ ィ を 示 す 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ス ラ イ ド 型 板 ２ ３ に は 図 １ ２ に 示 し た よ う に コ ン タ ク ト 部 材 １ ５ の 嵌 合 部 １ １ ｂ の ス リ  
ッ ト に 入 り 勝 手 に な る 第 １ の 突 起 群 ２ ６ と 、 コ ン タ ク ト 部 材 １ ５ の リ ー ド 部 １ １ ａ の ス リ  
ッ ト に 入 り 勝 手 に な る 第 ２ の 突 起 群 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。 コ ン タ ク ト 部 材 １ ５ は こ れ ら  
第 １ の 突 起 群 ２ ６ と 第 ２ の 突 起 群 ２ ７ に よ っ て 位 置 決 め さ れ 、 型 締 め 時 に は リ ー ド 側 桟 １  
６ は 可 動 型 板 ２ ４ に よ り 、 嵌 合 側 桟 １ ７ は ス ラ イ ド 型 板 ２ ３ に よ り そ れ ぞ れ 押 圧 固 定 さ れ  
る も の と な っ て い る 。 図 １ １ Ａ ， Ｂ で は コ ン タ ク ト 部 材 １ ５ は 太 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 キ ャ ビ テ ィ ２ ５ に 樹 脂 を 注 入 し て 成 形 後 、 金 型 を 型 開 き し て コ ネ ク タ を 取 り 出 し 、 リ ー  
ド 部 １ １ ａ 及 び 嵌 合 部 １ １ ｂ を 所 定 長 さ に 切 断 、 折 り 取 る こ と に よ っ て 図 ９ Ａ ， Ｂ に 示 し  
た コ ネ ク タ １ ０ と な る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ６ ４ １ ６ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 し た コ ネ ク タ １ ０ の よ う に 、 端 子 が ハ ウ ジ ン グ に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て い る 電 子 部  
品 に お い て は 、 端 子 を 所 定 の 位 置 に 位 置 さ せ る べ く 、 成 形 時 、 端 子 を 位 置 決 め す る 必 要 が  
あ る 。 特 許 文 献 １ で は ス ラ イ ド 型 板 ２ ３ に 第 １ の 突 起 群 ２ ６ と 第 ２ の 突 起 群 ２ ７ を 設 け 、  
こ れ ら 各 突 起 群 間 の 溝 に コ ン タ ク ト １ １ を 挿 入 し て 位 置 決 め し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か る に 、 こ の よ う に 金 型 に 溝 を 設 け て 端 子 を 挿 入 、 位 置 決 め す る 場 合 、 溝 幅 方 向 に お  
い て 端 子 と 溝 の ク リ ア ラ ン ス （ 隙 間 ） を 狭 く 設 定 し す ぎ る と 、 端 子 の 溝 へ の 挿 入 性 が 悪 く  
な り 、 例 え ば 金 型 と 端 子 が 干 渉 し て 端 子 が 損 傷 す る と い っ た こ と が 生 じ る 。 従 っ て 、 端 子  
と 溝 の ク リ ア ラ ン ス は あ る 程 度 大 き く す る 必 要 が あ り 、 こ の 場 合 、 成 形 時 に 端 子 と 溝 の ク  
リ ア ラ ン ス か ら 樹 脂 が 漏 れ 出 る と い っ た 状 況 が 生 じ 得 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 漏 れ 出 た 樹 脂 は 樹 脂 バ リ と な り 、 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 し て い る 部 分 に 被 さ っ て  
存 在 す る た め 、 こ の 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 し て い る 部 分 が 例 え ば 基 板 の ラ ン ド と の  
は ん だ 付 け 部 で あ る 場 合 に は 樹 脂 バ リ の 存 在 に よ り は ん だ 付 け 品 質 、 強 度 が 不 十 分 と な る  
虞 が あ る 。 ま た 、 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 し て い る 部 分 が 例 え ば 相 手 側 電 子 部 品 の 端  
子 と の 接 触 部 で あ る 場 合 に は 樹 脂 バ リ の 存 在 に よ り 接 触 品 質 が 損 な わ れ た り 、 接 触 時 に 樹  
脂 バ リ が 削 れ 落 ち て ご み が 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 の 目 的 は こ の よ う な 状 況 に 鑑 み 、 品 質 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 樹 脂 バ リ の 発 生 を 抑 制  
す る こ と が で き る よ う に し た 電 子 部 品 の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と に あ り 、 さ ら に そ の よ う  
な 製 造 方 法 を 適 用 で き る 電 子 部 品 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 電 子 部 品 の 製 造 方  
法 に お い て 、 端 子 は 幅 が 先 細 り と な っ て い る テ ー パ 部 と 、 テ ー パ 部 の 幅 狭 側 の 先 端 か ら 延  
伸 さ れ た 延 伸 部 と を 備 え 、 ハ ウ ジ ン グ を 成 形 す る キ ャ ビ テ ィ を 構 成 す る 金 型 は 第 １ の 型 と  
第 ２ の 型 を 含 み 、 第 ２ の 型 の 一 面 に 形 成 し た 溝 に 延 伸 部 を 位 置 さ せ た 後 、 第 ２ の 型 を 延 伸  
部 に 対 し 、 相 対 的 に ス ラ イ ド さ せ て テ ー パ 部 の テ ー パ を 構 成 す る 両 側 面 に 、 キ ャ ビ テ ィ に  
臨 む 前 記 溝 の 両 側 面 の 端 縁 を 突 き 当 て 、 第 １ の 型 と 前 記 一 面 を 密 着 さ せ 、 か つ 前 記 溝 に 位  
置 す る テ ー パ 部 の 一 部 と 延 伸 部 を 前 記 溝 の 底 面 と 第 １ の 型 と で 挟 み 込 み 、 テ ー パ 部 の 残 余  
の 部 分 を キ ャ ビ テ ィ に 位 置 さ せ た 状 態 で 成 形 す る こ と に よ り 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接  
続 部 を テ ー パ 部 の 一 部 と 延 伸 部 と に よ っ て 形 成 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 端 子 が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 電 子 部 品 に お い て  
、 端 子 は 幅 が 先 細 り と な っ て い る テ ー パ 部 と 、 テ ー パ 部 の 幅 狭 側 の 先 端 か ら 延 伸 さ れ た 延  
伸 部 と を 備 え 、 テ ー パ 部 の 一 部 と 延 伸 部 は ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 さ れ て 接 続 部 を な し 、 テ ー  
パ 部 の 残 余 の 部 分 は ハ ウ ジ ン グ に 埋 め 込 ま れ て い る も の と さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 端 子 を ハ ウ ジ ン グ に イ ン サ ー ト 成 形 す る  
際 の 樹 脂 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き 、 よ っ て 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接 続 部 に 樹  
脂 漏 れ に よ り 樹 脂 バ リ が 発 生 す る と い っ た 問 題 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 に よ れ ば 、 こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 の 製 造 方 法 を 適 用 で  
き る 構 成 を 有 す る た め 、 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接 続 部 に 樹 脂 バ リ の な い 電 子 部  
品 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 Ａ は 電 子 部 品 の 一 例 と し て コ ネ ク タ の 従 来 例 の 概 略 構 成 を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ は Ａ に  
示 し た コ ネ ク タ を 上 下 反 転 し た 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 Ａ は こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 の 一 例 で あ る コ ネ ク タ の 第 １ の 実 施 例 の 概 略 構 成 を  
示 す 斜 視 図 、 Ｂ は Ａ に 示 し た コ ネ ク タ を 上 下 反 転 し た 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 端 子 を ハ ウ ジ ン グ に イ ン サ ー ト 成 形 す る 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ４ 】 Ａ は 図 １ Ｂ に 示 し た コ ネ ク タ 及 び そ の 部 分 拡 大 を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ は Ａ に 示 し た コ  
ネ ク タ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ５ 】 Ａ は 図 ２ Ｂ に 示 し た コ ネ ク タ 及 び そ の 部 分 拡 大 を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ は Ａ に 示 し た コ  
ネ ク タ の 製 造 方 法 を 説 明 す る た め の 図 。
【 図 ６ 】 Ａ は こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 と し て の コ ネ ク タ の 第 ２ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ  
は Ａ に 示 し た コ ネ ク タ を 上 下 反 転 し た 斜 視 図 、 Ｃ は Ｂ の 部 分 拡 大 図 、 Ｄ は Ｃ の 部 分 拡 大 平  
面 図 。
【 図 ７ 】 Ａ は こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 と し て の コ ネ ク タ の 第 ３ の 実 施 例 の 端 部 を 示 す 斜 視  
図 、 Ｂ は Ａ を 矢 印 ａ 方 向 か ら 見 た 部 分 拡 大 側 面 図 、 Ｃ は Ａ を 矢 印 ｂ 方 向 か ら 見 た 部 分 拡 大  
正 面 図 。
【 図 ８ 】 Ａ は こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 と し て の コ ネ ク タ の 第 ４ の 実 施 例 を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ  
は Ａ の 部 分 拡 大 側 面 図 。
【 図 ９ 】 Ａ は 従 来 の コ ネ ク タ を 示 す 斜 視 図 、 Ｂ は そ の 拡 大 断 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ Ａ に 示 し た コ ネ ク タ の 製 造 に 用 い る コ ン タ ク ト 部 材 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ １ 】 Ａ は 図 ９ Ａ に 示 し た コ ネ ク タ を 製 造 す る 金 型 構 造 を 説 明 す る た め の 図 、 Ｂ は Ａ  
の 部 分 拡 大 図 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ Ａ に お け る ス ラ イ ド 型 板 の 要 部 を 示 す 斜 視 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 従 来 構 成 と 対 比 し な が ら 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 及 び ２ は こ の 発 明 が 対 象 と す る 電 子 部 品 の 一 例 と し て コ ネ ク タ の 概 略 構 成 を そ れ ぞ  
れ 示 し た も の で あ り 、 図 ２ は こ の 発 明 に よ る コ ネ ク タ ４ ０ を 示 し 、 図 １ は 図 ２ と 対 比 さ せ  
て 示 し た 従 来 の 構 成 を 有 す る コ ネ ク タ ３ ０ を 示 す 。 こ れ ら コ ネ ク タ ３ ０ ， ４ ０ は 基 板 対 基  
板 コ ネ ク タ の 一 方 を な す も の で 、 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ ネ ク タ ３ ０ は 樹 脂 製 の ハ ウ ジ ン グ ３ １ と 二 列 に 配 置 さ れ た 計 ６ 本 の 端 子 ３ ２ と よ り な  
る 。 ハ ウ ジ ン グ ３ １ は 直 方 体 状 を な し 、 上 面 ３ １ ａ に は 凹 部 ３ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 各 端  
子 ３ ２ の 一 端 側 は 凹 部 ３ ３ を 挟 む 側 壁 ３ ４ に 、 側 壁 ３ ４ を 回 り 込 む よ う に 埋 め 込 ま れ て お  
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り 、 他 端 側 は ハ ウ ジ ン グ ３ １ の 底 面 ３ １ ｂ に 位 置 し て ハ ウ ジ ン グ ３ １ か ら 突 出 さ れ て い る  
。 端 子 ３ ２ の 、 ハ ウ ジ ン グ ３ １ か ら 突 出 し て い る 部 分 は 接 続 部 ３ ５ を な し 、 コ ネ ク タ ３ ０  
で は 接 続 部 ３ ５ を 含 め 、 端 子 ３ ２ の 、 ハ ウ ジ ン グ ３ １ の 底 面 ３ １ ｂ に 位 置 す る 部 分 の 形 状  
は 単 な る 方 形 形 状 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 こ の 発 明 に よ る コ ネ ク タ ４ ０ は コ ネ ク タ ３ ０ と 同 様 、 樹 脂 製 の ハ ウ ジ ン グ ４ １ と  
二 列 に 配 置 さ れ た 計 ６ 本 の 端 子 ４ ２ と よ り な り 、 直 方 体 状 を な す ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 上 面 ４  
１ ａ に 形 成 さ れ た 凹 部 ４ ３ を 挟 む 側 壁 ４ ４ に 、 コ ネ ク タ ３ ０ と 同 様 、 各 端 子 ４ ２ の 一 端 側  
が 埋 め 込 ま れ 、 他 端 側 は ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 底 面 ４ １ ｂ に 位 置 し て ハ ウ ジ ン グ ４ １ か ら 突 出  
さ れ て い る も の の 、 こ の 端 子 ４ ２ の 、 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 底 面 ４ １ ｂ に 位 置 す る 部 分 の 形 状  
が コ ネ ク タ ３ ０ と は 異 な る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 即 ち 、 各 端 子 ４ ２ の 、 ハ ウ ジ ン グ ４ １ の 底 面 ４ １ ｂ に 位 置 す る 他 端 側 は 、 こ の 例 で は 幅  
が 先 細 り と な っ て い る テ ー パ 部 ４ ６ と 、 テ ー パ 部 ４ ６ の 幅 狭 側 の 先 端 か ら 延 伸 さ れ た 延 伸  
部 ４ ７ と 、 テ ー パ 部 ４ ６ の 幅 広 側 の 基 端 に 続 く 基 部 ４ ８ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 テ ー  
パ 部 ４ ６ の 一 部 と 延 伸 部 ４ ７ は ハ ウ ジ ン グ ４ １ か ら 突 出 さ れ て お り 、 テ ー パ 部 ４ ６ の 残 余  
の 部 分 及 び 基 部 ４ ８ は ハ ウ ジ ン グ ４ １ に 埋 め 込 ま れ て い る 。 こ の 例 で は ハ ウ ジ ン グ ４ １ か  
ら 突 出 す る 接 続 部 ４ ５ は テ ー パ 部 ４ ６ の 一 部 と 延 伸 部 ４ ７ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 し た コ ネ ク タ ３ ０ は 端 子 ３ ２ が ハ ウ ジ ン グ ３ １ に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て 構 成 さ れ て  
お り 、 コ ネ ク タ ４ ０ も 端 子 ４ ２ が ハ ウ ジ ン グ ４ １ に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て 構 成 さ れ て い る  
。 図 ３ は こ の よ う な イ ン サ ー ト 成 形 に よ る 製 造 方 法 を コ ネ ク タ ３ ０ の 製 造 を 例 に 示 し た も  
の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 成 形 金 型 は こ の 例 で は 上 型 （ 第 １ の 型 ） ５ １ と 下 型 ５ ２ と ２ つ の ス ラ イ ド 型 （ 第 ２ の 型  
） ５ ３ と に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 下 型 ５ ２ は ベ ー ス ５ ４ に 収 容 支 持 さ れ て ベ ー ス ５ ４ か  
ら 突 出 さ れ 、 ２ つ の ス ラ イ ド 型 ５ ３ は ベ ー ス ５ ４ 上 を ス ラ イ ド 可 能 と さ れ て い る 。 図 ３ に  
お け る （ １ ） ～ （ ３ ） は イ ン サ ー ト 成 形 工 程 に お け る 状 態 を 順 に 示 し た も の で あ り 、 図 ３  
Ｂ は 上 型 ５ １ の 図 示 を 省 略 し て 上 型 ５ １ が 位 置 す る 方 向 か ら 見 た 状 態 を 示 す 。 ２ つ の ス ラ  
イ ド 型 ５ ３ の 一 面 （ 上 面 ） に は そ れ ぞ れ 端 子 ３ ２ の 接 続 部 ３ ５ を 収 容 、 位 置 決 め す る 溝 ５  
５ が 形 成 さ れ て お り 、 下 型 ５ ２ の 上 面 に は 端 子 ３ ２ の 、 接 続 部 ３ ５ と 反 対 側 の 端 部 が 載 置  
さ れ る 段 部 ５ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 以 下 、 イ ン サ ー ト 成 形 工 程 を 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ １ ） 下 型 ５ ２ の 左 右 に そ れ ぞ れ 位 置 す る ス ラ イ ド 型 ５ ３ は こ の 状 態 で は 下 型 ５ ２ と 離  
間 さ れ て お り 、 ま た ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 上 方 に 位 置 す る 上 型 ５ １ も ス ラ イ ド 型 ５ ３ と 離 間 さ  
れ て い る 。 こ の 状 態 で 端 子 ３ ２ を 挿 入 し 、 接 続 部 ３ ５ の 一 部 （ 先 端 側 ） を ス ラ イ ド 型 ５ ３  
の 溝 ５ ５ に 収 容 、 位 置 決 め す る 。 な お 、 左 右 各 ３ 本 の 端 子 ３ ２ は そ れ ぞ れ キ ャ リ ア に 支 持  
、 一 体 化 さ れ て い る が 、 こ の 例 で は キ ャ リ ア の 図 示 は 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 （ ２ ） ス ラ イ ド 型 ５ ３ を ス ラ イ ド し て 下 型 ５ ２ に 密 着 さ せ 、 か つ 上 型 ５ １ を 下 降 さ せ て  
ス ラ イ ド 型 ５ ３ に 密 着 さ せ 、 型 締 め し て キ ャ ビ テ ィ ５ ７ を 形 成 す る 。 な お 、 こ れ ら ス ラ イ  
ド 型 ５ ３ の ス ラ イ ド 動 作 及 び 上 型 ５ １ の 下 降 動 作 は 連 動 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ ３ ） キ ャ ビ テ ィ ５ ７ に 樹 脂 を 射 出 、 注 入 し て ハ ウ ジ ン グ ３ １ を 射 出 成 形 に よ り 形 成 す  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 に よ り 、 イ ン サ ー ト 成 形 が 完 了 し 、 こ の 後 、 型 開 き し て 図 示 を 省 略 し て い る キ ャ リ  
ア を 切 断 、 除 去 す る こ と に よ り コ ネ ク タ ３ ０ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ こ で 、 こ の 発 明 に よ る コ ネ ク タ ４ ０ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 前 に 、 上 述 し た よ う に イ ン  
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サ ー ト 成 形 さ れ て な る 従 来 構 成 の コ ネ ク タ ３ ０ の 製 造 に お い て 、 樹 脂 漏 れ が 生 じ て 端 子 ３  
２ の 接 続 部 ３ ５ に 樹 脂 バ リ が 生 じ る 様 子 を 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ Ｂ の （ １ ） ～ （ ３ ） は 図 ４ Ａ に 拡 大 し て 示 し た コ ネ ク タ ３ ０ の １ 本 の 端 子 ３ ２ の 接  
続 部 ３ ５ が 位 置 す る 部 分 に お い て 、 端 子 ３ ２ の 接 続 部 ３ ５ と ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 関 係 及 び 樹  
脂 漏 れ が 生 じ る 様 子 を 示 し た も の で あ り 、 図 ４ Ｂ の （ １ ） ～ （ ３ ） は 図 ３ に 示 し た イ ン サ  
ー ト 成 形 工 程 の （ １ ） ～ （ ３ ） に 対 応 す る 。 な お 、 図 ４ Ｂ （ ３ ） に お い て 、 ６ ０ は ハ ウ ジ  
ン グ ３ １ を 形 成 す る 樹 脂 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス ラ イ ド 型 ５ ３ が ス ラ イ ド さ れ て 型 締 め さ れ た 状 態 に お い て も 、 ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 溝 ５  
５ と 端 子 ３ ２ の 接 続 部 ３ ５ と の 間 に は ク リ ア ラ ン ス ｃ が 存 在 す る た め 、 こ の ク リ ア ラ ン ス  
ｃ に よ り 樹 脂 漏 れ が 生 じ 、 漏 れ 出 た 樹 脂 は 樹 脂 バ リ ６ １ と な っ て 接 続 部 ３ ５ に 付 着 、 残 留  
す る 。 な お 、 図 ４ Ｂ （ ３ ） は 溝 ５ ５ に 対 し 、 接 続 部 ３ ５ が 片 寄 っ た （ 偏 心 し た ） 場 合 の 状  
態 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ５ は こ の 発 明 に よ る コ ネ ク タ ４ ０ の 製 造 方 法 に お い て 、 樹 脂 漏 れ を 防 止  
し 、 即 ち 樹 脂 バ リ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 様 子 を 図 ４ と 対 比 し て 示 し た も の で あ り  
、 以 下 、 図 ５ Ｂ （ １ ） ～ （ ３ ） に 示 し た 成 形 工 程 を 順 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ １ ） 端 子 ４ ２ を 成 形 金 型 に 挿 入 し 、 ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 溝 ５ ５ に 端 子 ４ ２ の 延 伸 部 ４ ７  
を 位 置 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ２ ） ス ラ イ ド 型 ５ ３ を ス ラ イ ド さ せ 、 即 ち 延 伸 部 ４ ７ に 対 し 、 ス ラ イ ド 型 ５ ３ を 相 対  
的 に ス ラ イ ド さ せ 、 端 子 ４ ２ の テ ー パ 部 ４ ６ の テ ー パ を 構 成 す る 両 側 面 ４ ６ ａ ， ４ ６ ｂ に  
、 キ ャ ビ テ ィ ５ ７ に 臨 む 溝 ５ ５ の 両 側 面 ５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ の 端 縁 を 突 き 当 て る 。 ス ラ イ ド 型  
５ ３ の ス ラ イ ド に 伴 い 、 上 型 ５ １ も 下 降 し て 型 締 め 状 態 と な る （ 図 ３ （ ２ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 型 締 め 状 態 に お い て は 上 型 ５ １ は ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 上 面 と 密 着 し 、 ス ラ イ ド 型 ５ ３ の 溝  
５ ５ に 位 置 す る 端 子 ４ ２ の テ ー パ 部 ４ ６ の 一 部 と 延 伸 部 ４ ７ と よ り な る 接 続 部 ４ ５ は 溝 ５  
５ の 底 面 と 上 型 ５ １ と に よ っ て 挟 み 込 ま れ る 。 テ ー パ 部 ４ ６ の 残 余 の 部 分 及 び 基 部 ４ ８ は  
キ ャ ビ テ ィ ５ ７ に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ ３ ） キ ャ ビ テ ィ ５ ７ に 樹 脂 ６ ０ を 注 入 し 、 成 形 す る 。 キ ャ ビ テ ィ ５ ７ に 臨 む 溝 ５ ５ の  
両 側 面 ５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ の 端 縁 は 端 子 ４ ２ の テ ー パ 部 ４ ６ の 両 側 面 ４ ６ ａ ， ４ ６ ｂ に 突 き 当  
た っ て い る た め 、 樹 脂 ６ ０ は せ き 止 め ら れ て 樹 脂 漏 れ は 発 生 せ ず 、 即 ち 接 続 部 ４ ５ に 樹 脂  
バ リ は 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 コ ネ ク タ ４ ０ を 例 に こ の 発 明 を 説 明 し た が 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 端 子 の 接 続  
部 を こ の よ う に テ ー パ 部 の 一 部 と 延 伸 部 と に よ っ て 構 成 し て イ ン サ ー ト 成 形 時 の 樹 脂 漏 れ  
を 防 止 し 、 樹 脂 バ リ の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る よ う に し た 実 施 例 に つ い て 図 ６ ～ ８ を  
参 照 し て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ は 図 ２ に 示 し た コ ネ ク タ ４ ０ と 同 様 、 基 板 に 表 面 実 装 さ れ る コ ネ ク タ ７ ０ を 示 し た  
も の で あ り 、 こ の コ ネ ク タ ７ ０ は ハ ウ ジ ン グ ７ １ に 信 号 用 の 端 子 ７ ２ と 電 源 用 の 端 子 ７ ３  
が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ 、 さ ら に 補 強 金 具 ７ ４ も イ ン サ ー ト 成 形 さ れ た も の と な っ て い る 。  
端 子 ７ ２ ， ７ ３ 及 び 補 強 金 具 ７ ４ は い ず れ も ハ ウ ジ ン グ ７ １ か ら 突 出 す る 接 続 部 ７ ２ ａ ，  
７ ３ ａ ， ７ ４ ａ を 備 え 、 そ れ ら 接 続 部 ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ 、 ７ ４ ａ が 基 板 の ラ ン ド に は ん だ 付  
け さ れ る も の と な っ て い る 。 こ の 例 で は こ れ ら 接 続 部 ７ ２ ａ ， ７ ３ ａ ， ７ ４ ａ が い ず れ も  
コ ネ ク タ ４ ０ の 接 続 部 ４ ５ と 同 じ 形 態 を 有 す る も の と な っ て い る 。 図 ６ Ｃ ， Ｄ 中 、 ７ ２ ｂ  
、 ７ ３ ｂ ， ７ ４ ｂ は そ れ ぞ れ テ ー パ 部 を 示 す 。
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【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は コ ネ ク タ ８ ０ の 端 部 の 、 ハ ウ ジ ン グ ８ １ に 補 強 金 具 ８ ２ が イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て  
い る 部 分 を 示 し た も の で あ り 、 補 強 金 具 ８ ２ は ハ ウ ジ ン グ ８ １ か ら 突 出 す る 接 続 部 ８ ３ ～  
８ ６ を 備 え 、 そ れ ら 接 続 部 ８ ３ ～ ８ ６ が 基 板 の ラ ン ド に は ん だ 付 け さ れ る も の と な っ て い  
る 。 接 続 部 ８ ３ ～ ８ ６ は い ず れ も コ ネ ク タ ４ ０ の 接 続 部 ４ ５ と 同 じ 形 態 を 有 し て い る 。 図  
７ Ｂ ， Ｃ 中 、 ８ ３ ａ ， ８ ５ ａ は そ れ ぞ れ テ ー パ 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ は ハ ウ ジ ン グ ９ １ に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て い る 端 子 ９ ２ の 両 端 が そ れ ぞ れ ハ ウ ジ ン  
グ ９ １ か ら 突 出 し て い る コ ネ ク タ ９ ０ を 示 し た も の で あ り 、 ハ ウ ジ ン グ ９ １ か ら 垂 直 方 向  
に 突 出 し て い る 接 続 部 ９ ３ は 相 手 側 コ ネ ク タ の 端 子 と の 嵌 合 、 接 触 部 を な し 、 ハ ウ ジ ン グ  
９ １ か ら 水 平 方 向 に 突 出 し て い る 接 続 部 ９ ４ は 基 板 の ラ ン ド と の は ん だ 付 け 部 を な す 。 こ  
れ ら 接 続 部 ９ ３ ， ９ ４ は い ず れ も コ ネ ク タ ４ ０ の 接 続 部 ４ ５ と 同 じ 形 態 を 有 す る も の と な  
っ て い る 。 図 ８ 中 、 ９ ３ ａ ， ９ ４ ａ は そ れ ぞ れ テ ー パ 部 を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 、 各 種 実 施 例 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 が 対 象 と す る 電 子 部 品 は コ ネ ク タ に 限  
る も の で は な く 、 端 子 が ハ ウ ジ ン グ に イ ン サ ー ト 成 形 さ れ て ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接 続  
部 を 端 子 が 有 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の 発 明 に よ る 電 子 部 品 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 下 記 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ ） 端 子 を ハ ウ ジ ン グ に イ ン サ ー ト 成 形 す る 際 の 樹 脂 漏 れ を 防 止 す る こ と が で き 、 よ っ  
て 端 子 の 、 ハ ウ ジ ン グ か ら 突 出 す る 接 続 部 に 樹 脂 漏 れ に よ り 樹 脂 バ リ が 発 生 す る と い っ た  
不 具 合 の 発 生 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ２ ） テ ー パ 部 を 有 す る こ と に よ り 、 ス ラ イ ド 型 の ス ラ イ ド 時 （ 型 締 め 時 ） に 端 子 の 接 続  
部 は 図 ５ に 示 し た よ う に 、 ス ラ イ ド 型 の 溝 に セ ン タ リ ン グ さ れ る た め 、 接 続 部 の 位 置 精 度  
を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 狭 ピ ッ チ 化 に も 有 利 と な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ３ ） 端 子 を 成 形 金 型 に 挿 入 し 、 ス ラ イ ド 型 の 溝 に 端 子 の 接 続 部 を 位 置 さ せ る 際 に は 、 溝  
と の ク リ ア ラ ン ス が 大 き い 延 伸 部 を 位 置 さ せ る た め 、 挿 入 性 に 支 障 を 来 す こ と は な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
１ ０   コ ネ ク タ                               １ １   コ ン タ ク ト
１ １ ａ   リ ー ド 部                             １ １ ｂ   嵌 合 部
１ ２   ハ ウ ジ ン グ                             １ ５   コ ン タ ク ト 部 材
１ ６   リ ー ド 側 桟                             １ ７   嵌 合 側 桟
２ １   中 型 板                                 ２ ２   基 台
２ ３   ス ラ イ ド 型 板                           ２ ４   可 動 型 板
２ ５   キ ャ ビ テ ィ                             ２ ６   第 １ の 突 起 群
２ ７   第 ２ の 突 起 群                           ３ ０   コ ネ ク タ
３ １   ハ ウ ジ ン グ                             ３ １ ａ   上 面
３ １ ｂ   底 面                                 ３ ２   端 子
３ ３   凹 部                                   ３ ４   側 壁
３ ５   接 続 部                                 ４ ０   コ ネ ク タ
４ １   ハ ウ ジ ン グ                             ４ １ ａ   上 面
４ １ ｂ   底 面                                 ４ ２   端 子
４ ３   凹 部                                   ４ ４   側 壁
４ ５   接 続 部                                 ４ ６   テ ー パ 部
４ ６ ａ ， ４ ６ ｂ   側 面                         ４ ７   延 伸 部
４ ８   基 部                                   ５ １   上 型
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５ ２   下 型                                   ５ ３   ス ラ イ ド 型
５ ４   ベ ー ス                                 ５ ５   溝
５ ５ ａ ， ５ ５ ｂ   側 面                         ５ ６   段 部
５ ７   キ ャ ビ テ ィ                             ６ ０   樹 脂
６ １   樹 脂 バ リ                               ７ ０   コ ネ ク タ
７ １   ハ ウ ジ ン グ                             ７ ２   端 子
７ ３   端 子                                   ７ ４   補 強 金 具
７ ２ ａ ， ７ ３ ａ ， ７ ４ ａ   接 続 部               ７ ２ ｂ ， ７ ３ ｂ ， ７ ４ ｂ   テ ー パ 部
８ ０   コ ネ ク タ                               ８ １   ハ ウ ジ ン グ
８ ２   補 強 金 具                               ８ ３ ～ ８ ６   接 続 部
８ ３ ａ ， ８ ５ ａ   テ ー パ 部                     ９ ０   コ ネ ク タ
９ １   ハ ウ ジ ン グ                             ９ ２   端 子
９ ３ ， ９ ４   接 続 部                           ９ ３ ａ ， ９ ４ ａ   テ ー パ 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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